
世界遺産協議会ニュース　第７号　発行日平成１５年１０月９日

１１１１        ＩＣＯＭＯＳによる現地調査日程決まる！ＩＣＯＭＯＳによる現地調査日程決まる！ＩＣＯＭＯＳによる現地調査日程決まる！ＩＣＯＭＯＳによる現地調査日程決まる！
  ユネスコ世界遺産センターに推薦書が提出されている「紀伊山地の霊場と参詣道」の現地調
査の調査者、調査期間が決まりました。本年１０月１１日（土）から１９日（日）の間、韓国
ＩＣＯＭＯＳ執行委員会委員でソウル国立大学教授のＫｅｅｗｏｎ　ＨＷＡＮＧ（キーウォン
ホァン）氏により実施されます。和歌山・奈良・三重すべての県で調査が行われる予定ですの
で、紀北地域の関連地域におきましてもコアゾーン周辺の景観保全等ご協力をお願いします。

≪世界遺産登録にかかるこれまでの経緯及び今後の予定≫≪世界遺産登録にかかるこれまでの経緯及び今後の予定≫≪世界遺産登録にかかるこれまでの経緯及び今後の予定≫≪世界遺産登録にかかるこれまでの経緯及び今後の予定≫
　平成１３年　４月　暫定リスト登載
　平成１５年　１月　ユネスコ世界遺産会議に推薦書提出
　平成１５年１０月１１日～１９日　ＩＣＯＭＯＳによる実地調査（現地調査）
　平成１６年　６月頃　世界遺産会議で登録可否について決定

２２２２        世界遺産登録推進プレイベント開幕！世界遺産登録推進プレイベント開幕！世界遺産登録推進プレイベント開幕！世界遺産登録推進プレイベント開幕！
　東紀州地域活性化事業推進協議会、東紀州地域の８市町村、三重県
紀北県民局・紀南県民局では、来年度予定されている熊野古道の世界
遺産登録に向けての気運を高め、熊野古道を活かしたまちづくりや魅
力ある集客交流圏づくりを実現するために「熊野古道世界遺産登録推
進プレイベント」を本年の９月から１１月までの３箇月にわたり実施
します。
　期間中は２８の熊野古道関連イベントが予定されていますが、１０
月、１１月に実施される紀北管内のイベント予定は次のとおりです。
（詳細は主催団体に確認してください。）
（１） １０月１２日　熊野古道トライ【主催：海山町】
　　　　　　　　　　◆荷坂峠ウォーク　※募集終了
（２） １０月１９日　熊野古道旅物語【主催：紀伊長島町】
　　　　　　　　　　◆ツヅラト峠ウォークと特産品でのおもてなし
（３） １０月１９日　みえ熊野学フォーラム【主催：東紀州地域活性化事
　　　　　　　　　　◆民俗学者で日本地名研究所長の谷川健一氏による
（４） １０月～１１月　みんなで歩こう尾鷲の古道【主催：尾鷲市】
　　　　　　　　　　　◆１１／１　馬越峠とイタダキ市　　◆１１／１
　　　　　　　　　　　◆１１／２２　曽根次郎坂・太郎坂　◆１１／２
（５） １０月２５・２６日　FSC の森林サミット【主催：紀北県民局】
　　　　　　　　　　　　　◆基調講演・シンポジウム　◆FSC の森林ウ
　　　　　　　　　　　　　◆FSC の森林とふれあう集い
（６） １１月８日　舞たろや！がいなもんじゃ東紀州【主催：もてなしの
　　　　　　　　　◆よさこい踊りを中心に地域芸能や物産展
（７） １１月１６日　古道の魅力体験ツアー【主催：紀北県民局・紀南県
　　　　　　　　　　◆古道（東紀州）名物品の物産展、始神峠ウォーク
（８） １１月１６日　熊野古道仮装ウォーク【主催：東紀州地域活性化事
　　　　　　　　　　◆巡礼姿で伊勢神宮内宮から外宮までのウォーク　
（９）１１月２２日　熊野古道世界遺産登録推進シンポジウム【主催：紀
　　　　　　　　　　◆東海旅客鉄道株式会社代表取締役会長の須田寛氏
業推進協議会】
基調講演など
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民局】
、おもしろ体験など
業推進協議会】
※募集終了
伊長島町　他】
による基調講演など



３３３３    プレイベントプレイベントプレイベントプレイベント「紀北県民局オープニングセレモニー」開催「紀北県民局オープニングセレモニー」開催「紀北県民局オープニングセレモニー」開催「紀北県民局オープニングセレモニー」開催
　９月４日（木）、紀伊長島町のツヅラト峠花広場で「紀北県民局オープニングセレモニー」が
開催されました。
　当日はうだるような暑さの中でしたが、澄みわたる青空の下、約２００人の方々が参加され、
今井明・紀北県民局長のプレイベント開幕宣言でイベントが始まりました。

　野呂昭彦・三重県知事の「熊野古道の世界遺産登録は、この地域にとって大きなチャンス。こ
の機会を活用し、地域の皆さんが自信を深めるとともに、来訪者増による経済効果にも期待して
いる。」というメッセージに続き、紀伊長島町立赤羽中学校生徒たちによる「古道に綴られた先
輩の叡智を学び、今、ここに私たちの新しい文化を紡ぐ」
と題した熊野古道調査発表が行われました。
　赤羽中学校では４年前から「熊野古道」などの地域の貴
重な資産を教材に、郷土の自然や文化を学び、将来に向け
その価値を伝えていこうとする取組みを進めています。生
徒一人ひとりが課題を設け、その課題解決のため、自らの
足で、目で、耳で現地踏査や聞き取り調査、古文書調べな
どを行い、「歴史」や「伝統的文化」をはじめ、「環境」や
「平和」などをテーマとしたレポートを作成しています。
こうした調査研究結果を８頁の資料にまとめ発表されま
した。

　紀伊長島町立志子小
「笑顔が重なれば」の
で歌う子ども達の姿に
元気づけられました。
１１年の東紀州体験フ
人」を合唱しました。

　イベント終了後には、ツヅラト峠の整備や清掃活動、休
耕田を利用した花畑やホテイアオイ池といったビオトー
プなどの周辺環境を整備しているツヅラト峠を守る会か
ら、ツヅラト餅やあおさ汁のふるまいが行われました。
（志子小学校の児童たちもエプロン姿でお手伝いです。）

　赤羽中学校や志子小学校では、様々な調査活動や体験活
存・継承に取り組んでいます。また、ツヅラト峠を守る会を
古道客の疲れを癒すおもてなしや環境づくりが行われていま
世界遺産登録に向けての気運を高めるとともに、文化の保存
の継承に繋がって行くのだと考えます。

志子小学校「合唱」
赤羽中学校「熊野古道調査発表」
学校児童は「ひとりじゃないさ」
２曲を合唱しました。元気いっぱい
、暑さでバテ気味の大人達は癒され、
最後は赤羽中学校生徒も一緒に平成
ェスタの時に作曲された「古道の旅

動
は

と

を通して、郷土の自然や文化の保
じめとした地域の方々によって、
す。こうした取組みが、熊野古道の
創造、地域の貴重な資産の後世へ

自家製ツヅラト餅のふるまい
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４４４４        熊野古道ルールを募集しています熊野古道ルールを募集しています熊野古道ルールを募集しています熊野古道ルールを募集しています
　三重県地域振興部東紀州活性化・地域振興プロジェクトグ
として保全・活用していくため、利用者ルールを皆さんか
２８日）応募いただいたルールは三重、和歌山、奈良の三県
す。応募用紙は三重県東紀州の８市町村または各県民局に備
らもダウンロードできます「http://www.pref.mie.jp/CHISHI
るってご応募ください。

編集後記編集後記編集後記編集後記
　紀伊長島町三浦の“始神峠”登り口のある宮川第二発電所
場」、「トイレ」、「あずまや」の整備がまもなく完成します。
なり、古道散策の利便性アップが期待されます。１１月１６
の魅力体験ツアー』が開催されます。この機会にぜひ“始
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た
も
の
だ
と
い
う
。
又
戦
時
中
、
尾
鷲
か

ら
、
息
子
、
父
親
の
戦
地
で
の
「
の
ど
の
か
わ
き
」
の
癒
し
を
祈
り
に
巡
航

船
に
の
っ
て
お
参
り
し
た
と
い
う
。
現
在
で
も
毎
月
二
十
一
日
例
祭
が
行
わ

れ
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
参
詣
す
る
人
々
が
い
る
。

登録推進紀北地域協議会事務局登録推進紀北地域協議会事務局登録推進紀北地域協議会事務局登録推進紀北地域協議会事務局

ループでは、熊野古道を大切な資源
ら募集しています。（応募締切１１月
でとりまとめ、来年度に公表されま
えています（三重県ホームページか

N/HP/topic/20030901.htm」）ので、ふ

グランド横で県が進めている「駐車
完成後は国道からの乗り入れも楽に
日には、ここをメイン会場に『古道
神峠”へお越し下さい。
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